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1. 平成30年3月期第2四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 6,032 5.3 529 11.7 519 4.2 333 2.2

29年3月期第2四半期 5,729 7.8 474 57.5 498 67.8 326 82.1

（注）包括利益 30年3月期第2四半期　　358百万円 （16.3％） 29年3月期第2四半期　　308百万円 （69.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 23.93 ―

29年3月期第2四半期 23.42 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第2四半期 12,659 7,929 62.6

29年3月期 13,196 7,737 58.6

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 7,929百万円 29年3月期 7,737百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 0.00 ― 12.00 12.00

30年3月期 ― 5.00

30年3月期（予想） ― 7.00 12.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,000 13.9 1,300 16.5 1,300 14.8 770 2.1 55.20

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 13,950,000 株 29年3月期 13,950,000 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 1,980 株 29年3月期 1,980 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 13,948,020 株 29年3月期2Q 13,948,050 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資料】３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（1）経営成績に関する説明 

 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、国内需要の持ち直しや、雇用情勢に改善
の動きがみられ、緩やかな回復基調が継続しました。 

また、海外経済の不確実性や金融市場に不透明感があるものの、米国をはじめ、欧州、アジ
ア地区も総じて景気の持ち直しがみられております。 

航空業界では、訪日旅客は過去最高のペースで推移しており、国際線の路線開設・増便が進
み、需要は堅調に推移しております。 

このような状況下における当社業績は、動力事業、整備事業が堅調であったこと等により、
売上高合計は 60 億 32 百万円と前年同期比３億２百万円（5.3％）の増収となりました。 

一方、営業費用につきましては、事業規模拡大による労務費等の増加があるものの、55 億
３百万円と前年同期比２億 47 百万円（4.7％）の増加に留まりました。 

以上により、営業利益は５億 29 百万円と前年同期比 55 百万円（11.7％）の増益、経常利益
は前期に計上した受取補償金が今期は発生しなかったため、５億 19 百万円と前年同期比 20

百万円（4.2％）の増益、親会社株主に帰属する四半期純利益は３億 33 百万円と前年同期比７
百万円（2.2％）の増益となりました。 

 

各セグメントの業績は次のとおりです。 

 

① 動力事業 

航空需要拡大に伴う電力供給機会の増加に加え、B787、A350 等での使用増加に伴う
増収により、売上高は 28 億 53 百万円と前年同期比１億７百万円（3.9％）の増収とな
りました。 

セグメント利益は、上記増収に加え、減価償却費の減少等により、６億 88 百万円と
前年同期比１億 23 百万円（21.8％）の増益となりました。 

 

② 整備事業 

成田・羽田・関西空港における、特殊機械設備整備工事の増加等により、売上高は 23

億 65 百万円と前年同期比２億 65 百万円（12.6％）の増収となりました。 

セグメント利益は、労務費の増加等により、２億 79 百万円と前年同期比 25 百万円
（8.3％）の減益となりました。 

 

③ 付帯事業 

低カリウム野菜の販売数の増加や小売電気販売による増収はあるものの、フードカー
ト販売において、前年度と異なり大型案件の納品が下期に予定され、当四半期ではフー
ドカート販売数が減少したこと等により、売上高は８億 13 百万円と前年同期比 69 百万
円（7.9％）の減収となりました。 

セグメント損失は、50 百万円の損失となり、前年同期比 26 百万円の減益となりまし
た。 
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（単位：百万円） 

 

売上高 セグメント利益又は損失（△） 

29 年３月期 

第２四半期 

30 年３月期 

第２四半期 

前年同期比 

（％） 

29 年３月期 

第２四半期 

30 年３月期 

第２四半期 

前年同期比 

（％） 

 

動力事業 2,746 2,853 103.9 565 688 121.8 

整備事業 2,100 2,365 112.6 304 279 91.7 

付帯事業 883 813 92.1 △23 △50 － 

合 計 5,729 6,032 105.3 846 917 108.4 

全社費用*    372 388 104.2 

営業利益    474 529 111.7 

＊全社費用は、主に報告セグメントに帰属していない一般管理費です。 

 

（2）財政状態に関する説明 

 

（資産） 

流動資産は、前連結会計年度（以下「前期」という）末比３億 59 百万円（5.5％）減少の
62 億 22 百万円となりました。これは、受取手形及び営業未収入金が８億 16 百万円減少し、
現金及び預金が２億 18 百万円、商品及び製品、仕掛品、原材料及び貯蔵品等の棚卸資産が１
億 95 百万円増加したこと等によります。 

固定資産は、前期末比１億 77 百万円（2.7％）減少の 64 億 36 百万円となりました。これ
は、主に有形固定資産が２億 73 百万円減少し、無形固定資産が 22 百万円、投資その他の資
産が 74 百万円増加したことによります。 

この結果、総資産は前期末比５億 36 百万円（4.1％）減少し、126 億 59 百万円となりまし
た。 

 

（負債） 

流動負債・固定負債は、前期末比７億 28 百万円（13.3％）減少の 47 億 30 百万円となりま
した。これは、営業未払金が３億 25 百万円、未払金が２億 43 百万円、流動負債・固定負債を
合算した長期借入金が１億 86 百万円減少したこと等によります。 

 

（純資産） 

純資産合計は、前期末比１億 91 百万円（2.5%）増加の 79 億 29 百万円となりました。これ
は、親会社株主に帰属する四半期純利益及び剰余金の配当を加減算した結果、利益剰余金が１
億 66 百万円増加したこと等によります。 

 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明  

 

当第２四半期におきましては、ほぼ計画通りに業績が推移しておりますので、平成 29 年５
月 11 日に発表しました通期業績予想を変更しておりません。 
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(4) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 （継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

 （当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

 （四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)   
 

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
                                    (単位：千円) 

 
 

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額 
及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

(単位：千円) 

 
（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

   

 

 動力事業 整備事業 付帯事業 合計 

売上高     

 (1) 外部顧客に 

   対する売上高 
2,746,413 2,100,088 883,409 5,729,911 

 (2) セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
― ― ― ― 

計 2,746,413 2,100,088 883,409 5,729,911 

セグメント利益又は損失（△） 565,598 304,708 △23,657 846,649 

利  益 金  額 

報告セグメント計 846,649 

全社費用（注）          △372,528 

 四半期連結損益計算書の営業利益 474,121 
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上しました。 
 (単位：千円) 

 

当社グループは、事業用資産については事業セグメントを基礎としてグルーピングを行っ

ております。 

当第２四半期連結累計期間において広島空港における事業形態の見直しに伴い、該当資産

の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減損損失 10,529 千円を特別損失に表示してお

ります。減損損失の内訳は、構築物 2,007 千円、機械装置 8,522 千円であります。 

なお、処分予定資産の回収可能価額は、使用価値により測定しております。 

 

 
Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)   
 

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
                                    (単位：千円) 

 
 

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額 
及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

(単位：千円) 

 
（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

   

減損損失 

報告セグメント  

合  計 

 動力事業 整備事業 付帯事業 

10,529         ―      ―       10,529 

 動力事業 整備事業 付帯事業 合計 

売上高     

 (1) 外部顧客に 

   対する売上高 
2,853,780 2,365,310 813,432 6,032,524 

 (2) セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
12,810 4,739 88,946 106,495 

計 2,866,590 2,370,050 902,379 6,139,020 

セグメント利益又は損失（△） 688,624 279,395 △50,299 917,720 

利  益 金  額 

報告セグメント計 917,720 

全社費用（注） △388,244 

 四半期連結損益計算書の営業利益 529,476 




